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優しく強い子に！ Ｗ杯アジア最終予選第１戦。ｖｓＵＡＥ戦を観まし
た。やはり２ヶ月合宿したチームＵＡＥと急ごしらえ
の全日本の違いが中盤のパス回し，最後の突破ができ
る・できないにも出ていたように思います。
ヤキモキしながら観ていましたが，シュートレンジ

に入りながらも，あくまでも細かいパス交換･パス＆
ダッシュで相手の裏へ出てのゴールにこだわる全日
本。でも繋がりません。一度も成功しませんでしたね。
もっとシンプルに撃てば良かったのにと思います。
後半はパスの出しどころがなくて後ろで回している

全日本。ボールを引き出す動き，サイドバックの攻撃
http://www.minamih.net/ 参加も少なかったですね。長友の不在は大きいですね。
１６・ ９・ ３（土） 香川も不調でしたし。
南ＮＥＷＳ ＮＯ５１ 主審の不可解な笛えもよくあることです。

ｂｙ南のアンパンマン

○順位トーナメント戦（１位パート準決勝）
ＶＳ南大沢０－２（前半０－０）
昨年度から部が悪い南大沢さん、ピッチを広く使うサッカーで南八の選手はボ
ールの奪いどころがはっきりせず、随分と走らされて体力を消耗し我慢のサッカ
ーを強いられます。ボールを相手に保持されて主導権を握られます。相手のフィ
ニッシュの精度にも助けられたのと、内田さんの派手なセービングもあり、なん
とか守備陣を中心に前半は失点ゼロに守り切りました。センターハーフの原さん
も前線から最終ラインまでかなり走らされました。最大のチャンスは、１２分に
訪れます。後方からパスを受けた原さんがハーフェーライン付近から２人を抜き
去り独走してＧＫと１対１になりましたが、シュートまで、もう少しのところで
ＤＦの足が出てコーナーキックでした。後半に入っても、みんな頑張っていまし
たが、ＧＫからのパスを中盤付近でボールを奪取され、少しもったいない失点で
先制点を与えてしまいます。それで集中が切れたのか、その後、右サイドからの
クロスを合わされて２失点目を献上してしまいます。澤田さんが内田さんのパン
トキックに反応するなど、何度かチャンスは、訪れますがシュートまで持ち込む
ことができませんでした。相手がサイドの裏のスペースを狙っていたため、サイ
ドバックに入った石橋さんと古家さんは、対応に追われました。３年生は、ボー
ルに触ることもなかなかできませんでしたが、三原さんは、ボールを必死に追い
かけていました。結果的には負けてしまいましたが、みんなの必死さが見ている
方にも伝わり、次は、「勝てる」と思わせてくれた１戦でした。

３位決定戦
ＶＳ西鶴間０－２（前半０－２）
南大沢との１戦で体力を使い果たしたのか、動きが悪かったように感じます。
暑い中の３試合目でなかなか思うようなサッカーが出来ず、自陣でのサッカーが
展開します。内田さんのパントキックも相手はセンターバックの２人がヘディン
グで対応するなどハイボールの処理がしっかりしており、この辺りは見習いたい
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ところです。フォーワードの澤田さんまでつながるボールもほとんどなく、チャ
ンスらしいチャンスがありませんでした。前半に２失点して得点の匂いも感じら
れず終了してしまいました。３位決定戦で勝てなかったのは、非常に残念ではあ
りますが、３年生は、常に２人出場して頑張りました。特に三原さんと鈴木さん
は対戦相手からも印象に残っていたようです。とても良い経験になったのではな
いかと思います。

明日は男子Ｕ－１２の試合があります。高尾戦があります。
前期は２度のリードも守れず，逆転負けしました。
昨日の午後練で

「昨日のＵＡＥ戦で解説の早野さんが『試合が終わったときＤＦ陣の声がかれ
ているかどうかが大切です』と言っていたよ。それくらい後ろからの声は大
切なんだよ」

と話しました。
相手がハーフライン付近・渡り廊下でボールを持っているきはＮＥＴ ＤＥ

ＦＥＮＳＥ：縦への速い攻めを防ぎ，横に攻めさせてボール奪取を狙う守備。
バイタルエリアからディフェンシブサードではＳＥＡＬ ＯＦＦ：中から外

に追い込み縦に攻めさせてアーリークロス･クロスを入れさせない守備戦術，
があります。尾瀬では簡単に中に入られていた。ディレイもできなかった。

GK やＤＦ陣が“ＮＤ！”“ＳＯ”“ディレイ”とのコーチングができると守
りも確実に強くなりますよ。 ｂｙ南のアンパンマン

高学年でこの大会において印象に残ったのは、３人です。
一人目は、内田さんで南大沢戦の奮闘と今までキャッチング
したボールは、とにかく遠くに飛ばすパントキックでした
が、スローイングを何度か行い、判断に課題があるものの選
択肢が増えました。次は、仲間につなげるパントキックも意
識してもらいたいと思います。二人目は、石橋さんで今まで
蹴っていた場面でもドリブル技術が向上して何度もドリブル
で攻め上がり、守備もしっかりと頑張っていました。最後
は、サイドバックとして活躍した古家さんです。闘争心があ
り、ドリブルもどんどんうまくなっています。加えて暑い
中、ピンチの時は、守備もしっかりと行いチームを助けてく
れました。古家さんは、優秀選手にも選出されました。
２日目は暑い中の３試合をみんなよく頑張りました。大会
は、１２チーム中の４位の敢闘賞で終了しましたが、さらに
上に行くには、技術的な向上と勝ちたいと思う強い気持ちが
必要だと思います。強い気持ちは、練習をしっかりやって自
信がついて強くなっていくものだと思います。日々の練習を
頑張りましょう。

ｂｙ原コーチ


